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1  はじめに 

企業情報システムの構築のためには、要件定

義や基本設計などのフェーズと、ソフトウェア

の実装および対象企業での運用にあたっての教

育訓練などのフェーズが同時並行的に行われる

ことが望ましい。ソフトウェアを部品化し再構

成するというアプローチやアジャイル型開発な

ど、このための取り組みが行われてきた[1]。 

筆者らは、見積り管理や生産管理など、業種

や企業ごとに内容が大きく異なり標準化がむず

かしい業務について、コンテキストと呼ぶ単位

でその操作を標準化することで、プログラミン

グすることなく業務アプリケーションを構築す

る手法とツールを開発した。本稿では、手法の

中核となる情報モデルの定義とそれを用いた処

理の基本操作について説明し、ツール実装と実

企業への適用についても合わせて示す。 
 
2  情報モデルの定義 

 企業における日々の業務では、さまざまな対

象が情報として表現され相手に伝達される。こ

こで表現する情報の最小単位は何らかのモノや

コトであり、これらは１つ以上の属性と値のペ

アからなる原データによって表現されるものと

する。 
 
 原データ := {(属性, 値), …} 
 
ここで、属性の値として、他の原データへの参

照を許すと、業務オペレーションで利用する情

報の源泉は、すべてこの形式で表現されるデー

タのリンク構造となる。 

 原データを表現するために必要不可欠な属性

が同じ場合、それらの原データが表現する対象

が一定の型をもっていることとなりそれらをエ
ンティティと呼ぶ。一方、各業務では、それぞ

れの状況や目的から、同じ原データを複数の異

なる視点からとらえる場合が多い。本稿では、

エンティティから派生したこれらの型をコンテ
キストと呼ぶ。 

 

 

 

 

コンテキストは、エンティティがもつ属性と

その値に、業務側の状況に応じた意味を付加し

たものといってよい。コンテキストの定義に対

応して得られたコンテキストデータの集合が、

本稿で議論する業務情報の単位となる。 
 
 コンテキストデータ := {(項目, 値), …} 

 業務情報 := コンテキスト(原データ集合) 

      := {コンテキストデータ, …} 
 
3  業務情報の基本演算 

 情報処理業務は、データ化されコンテキスト

によって切り出されたコンテキストデータを対

象とした操作を行うことと定義する。言い換え

れば、業務の個々のコンテキストを介して現デ

ータを操作する行為となる。一般に、コンテキ

ストデータを対象とした基本操作としては、追

加、修正、削除などが挙げられる。 

これに対し、業務情報、つまりコンテキスト

データの集合に対する操作は、より複雑となる。

本研究では、この操作を、限定、補助、転記と

いう３種類の基本操作として分類した。この限

定、補助、転記の各操作は、２つのコンテキス

ト間の連携関係として定義できる。 

限定とは、対象コンテキストに含まれるコン

テキストデータの集合を現データの集合の部分

集合として限定する操作である。補助とは、対

象コンテキストの特定コンテキストデータの内

容を個別に変更あるいは追加する操作である。

転記とは、2 つのコンテキスト間のコンテキスト

データのペアについて補助操作を繰り返し行う

操作である。これらの 3 種類の操作は、さらに

限定(親子)、限定(共通)、限定(除外)、補助(修

正)、補助(追加)、補助(省略)、転記(追加)、転

記(更新)、転記(集計)の９種類に分類できる。 
 
4  連携制約とコンテキスト連携操作 

一般的な集合論の場合、あるデータがコンテ

キスト A の集合に属するか、コンテキスト B の

集合に属するかによって 4 種類の分類ができる。

これに対して、ここで扱う問題は、コンテキス

ト A のデータとコンテキスト B のデータは完全

に分離している一方で、コンテキスト A のデー

タが 0 個以上のコンテキスト B のデータと関係
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付けることができ、逆も同じである。 

ここで、コンテキスト A の特定データとコン

テキスト B の特定データを関係付けるための制

約を連携制約と呼び、以下のように定義する。 
 

連携制約 := {連携条件, …} 

連携条件 := {コンテキスト A の項目、コンテ

キスト B の項目、比較演算式} 
 

連携条件で指定される項目がこのコンテキス

トにおける主キーであれば、相手側のコンテキ

ストから見てこの関係づけは一意となる。しか

し、一般には、2 つのコンテキスト間には、多対

多の関係がコンテキストデータのレベルで構成

されることになる。 

 
図 1  集合関係とコンテキスト関係 

 
 また、実際にコンテキスト A のコンテキスト

データに対して変更や追加を行う場合、コンテ

キスト B の対応するコンテキストデータの値を

利用する方法についての定義が必要となる。こ

れを転写方法と呼び、以下のように定義する。 
 
 転写方法 := {転写内容, …} 

 転写内容 := {コンテキスト A の項目, コンテ

キスト B の項目または定数値} 
 
 業務情報（コンテキストデータの集まり）の

操作は、こうした基本操作によって表現可能で

あることを確認した。業務担当者は、以下の業

務オペレーションを組み合わせることで日々の

事務処理的な業務を行う。 
 
表 1 基本操作とその定義内容 

基本操作 連携制約 転写方法 

限定（親子） 〇  

限定（共通） 〇  

限定（除外） 〇  

補助（修正）  〇 

補助（追加）  〇 

補助（省略）  〇 

転記（追加） 〇 〇 

転記（更新） 〇 〇 

転記（集計） 〇 〇 

4  適用事例 

 筆者らは、コンテキスト連携操作を業務担当

者が対話的に定義し、それぞれの業務の特徴に

応じて業務アプリケーションを構築するための

ツール Contexer を開発した。そして、開発した

ツールを用いて、2011 年 8 月より中小製造業の

業務担当者向けの 15 回コースのセミナーを開催

し、その有効性を検証した[2]。 

 参加企業 6 社が取り組んだ共通課題は、見積

り業務の効率化であり、それぞれの企業の事情

にあった業務アプリケーションのプロトタイプ

構築がプログラミングを一切行うことなく実現

できた。さらに過半数の企業が、運用フェーズ

に入り、その後もシステム利用し続けている。 

 以下の図は、見積り管理システムの雛形とな

るコンテキストおよびエンティティの関連図で

ある。リンクにあるドットには、９つの基本操

作が対応しており、これにしたがって Contexer

が関係操作を実行する。 

 
図 2 コンテキスト連携ネットワーク 

 

5  おわりに 

 従来のエンドユーザ・コンピューティングは、

コンピュータ中心のコンセプトであるのに対し、

本稿のアプローチは業務の担当者自らが情報処

理を効率的に行うためのツールであるという点

で業務中心といえる。本稿では、データ処理で

はなく、情報処理という粒度で業務の共通操作

を抽出することで、個別の業務に依存しない汎

用性を確保しつつ、プログラミングというコン

ピュータ固有の技能がなくても業務アプリケー

ションの構築が可能であることを示した。 
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